
集落活動センターだんだんの里
平成２４年１２月１日開所

仁淀川町長者地区：木半夏、宮首、中ノ瀬下、中ノ瀬上、古田、打置、西古城
山、東古城山、寺野、竹谷、宮ケ坪、日鉄宮ケ坪、五味谷、石井野
（１４集落：３～３７世帯）

６６０人、２８８世帯、３５．８％　　【平成２６年３月３１日　現在】

１４ｋｍ

　地域資源である棚田の荒廃を解消するため、平成１５年に地元有志がだん
だんくらぶを発足させ、棚田の再生、棚田を活用したイベントの開催、小学生
等との農作物の栽培等に取り組んでいる。
　また、高知大学や東京大学等との連携も行っており、春から秋にかけ、毎月
２回程度高知大学生による棚田喫茶も実施されている。

だんだんくらぶ　【平成１５年設立】

規約の概要 目的・組織構成・会費・会議などを規定

目的
　だんだんの里を拠点とし、環境美化や、貴重な棚田を維持し後世に残してい
くとともに、地域住民を見守り、長者地域全体の活性化に資する事を目的とす
る。

事業内容

①環境美化
②貴重な棚田を維持し、後世に残す
③地域住民の見守り
④長者地域全体の活性化

部会

●農業部門
●イベント部門
●レストラン部門
●福祉部門
●観光部門

活動の目的に賛同する者（年会費５００円）
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集落活動センターだんだんの里
平成２４年１２月１日開所

　　　　　　　　　　　センター名
　項　目

　　拠点施設「だんだんの里」として、
平成２４年度に建設。
　運営事務所のほかに、火・木・土・日は
農家レストランも営業している。

拠点施設の概要

活動内容（３年後の活動イメージ） 

実施体制 

★特産品づくり・販売 

★観光交流活動 

・棚田ブランドの特産品づくり 

 （銀杏饅頭など） 

   

・農家レストランの営業 

・「キャンドルナイト」等交流イベントの実施 

・新たな交流イベントや体験メニューの実施 

・食育活動 

高知県庁集落活動センター支援チーム 

支援 

農業部門 

イベント部門 

レストラン部門 

仁淀川町商工会仁淀支所 

 支援 

運営主体：だんだんくらぶ 

高知大学・一ツ橋大学・ 

東京大学 

 福祉部門 

 観光部門 

仁淀川町役場 

★農産物等の生産・販売 

★生活支援サービス 

★安心・安全サポート ★防災活動 

・地域防災体制の充実 

・ヘリポートの活用 
・見守り活動など高齢者を地域で

支える仕組み       

・高齢者を地域で支える仕組み 

・子供学習塾 

・棚田ブランド（無農薬野菜など） 
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